
福祉用具ヒヤリハット　研修教材（講師用）

Case：386
乗合バスの急ブレーキで車いすが動き、足を負傷しそうになる

場面の説明

車いす固定が十分ではなく、急ブレーキで車いすが動き、車内の壁に足をぶつけて怪我をしそうになる

利用シーン 乗り物 

主な利用場所 車内 

介護保険の種目 車いす

分類コード
(CCTA95)

122103 (介助用車いす)

介護テクノロジー －

二次元バーコード

解説

公共交通機関でもバリアフリー化が進んでいますが、それらを運用する人には適切な操作を求められる場面も増えてい
ます。路線バスでの車いすの固定では、多種多様な車いすを対象とするので、本人や介助者に固定個所を質問し確認す
るなどの対応も重要です。また、利用者本人や介護者も固定状態を直接確認するなど、人任せにしない対応が求められ
ます。

参考要因（要因の例であり、これだけが正解ということではありません）

人：車いすの乗降者が少なく、運転手が固定方法に慣れていなかった
人：固定は運転手に任せておけば大丈夫だろうと思い確認しなかった
モノ：固定箇所がわかりづらい車いすだった
環境：運行が遅れており、短時間で固定を終えなければならなかった
管理：多様な車いすの形状を前提とした研修が行われていなかった
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